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1　目

　子どもの正常な発達過程において現われ、 親を困らせ

る行動について取りあげ｛1）各年齢段階でどのような

行動がどの程度の割合で出現するか、2）そうして、そ

の行動にづいて親がどの程度の心配をしているかザ3）

豆　方

　対象は、愛育病院で出産し・保健指導部で継続的に指

導を受けている、0才から4才までの幼児の中から月齢

に偏りのないように配慮して抽出した945名と、都内8

か所の保育園に在園する0才から4才の幼児380名を対

象として質間紙を配布し、母親に記入を求めた。回答数

は第1表の通りである。

　質聞紙は、曄眠。食察・排泄・清潔。習癖・神経質1

性格・交友・生活徽級ぶ湘談糎鷺炉多廓

動69項目について、その行動の出現状態と、 その行勤に

対する親の心配の程度をそれぞれ三段階に評定して記入

するようにした。

的

それらの問題行動や心配は発逮に伴ない、いかなる消長

rを示していくか、4）また、性差の認められる行動や心

配があるかどうかを検討し・実態を把握して指導上の基

礎的な資料を得ることを目的とした。

法

第1表 対 象

年　　齢

O　　才

し 才

2　　才

3　　才

4　　才

合　　計

男

45

94

99

89

LO4

43L

女

52

67

106

85

n夏

421

計

97

i61

205

174

215

852・

皿　結 果

　1．　問題行動について

　餐年齢段階で比較的出現率の高い行動（≧度々みられ

る≒　ミ時々 みら静争モを含めて4g彩叫毒り出現率のもの

を表禾した）をあげると以下のようで昂 る。

　1〉　0才児、

⑫児鋼題行駅その出現率をみる≧・ 他の年附；

比し出現する種類峠極勘て少ない。 第2棄に示したようζ

にこの年齢に最も多く、みられるも 媒ヰ「何でも口に木れ

る」「指をしゃぶる」「大きな勿音に驚ぎゃすい一があり、ρ

ヤ・で「ね？きが悪い一「人みしりす為∬袷ウりが浅い」があ

・も；のほか脚みられ徽階噸度の高蝿のに喰
笛を一人でしない」「顔洗い髪洗いをいやグる」カ1ある。

　2）　1才児

　1才児になると問題行馳の重頚が著㌧‘増加1．し1てく

第歪表出現率の高い間題行動（0才児）

問　題　内　容
％

何でも口に入れる 54．6 19．6 25．8

指をしゃぶる 44．3 33．0 』22．7

犬きな物音に驚きやすい 1怯6 51．5 2銑9、

ねづきが懸、 ！・1β 48．5 40・ 2．

　、　　　　

一人みルりする
612 ＄5・L 58，7コ

ねむりが浅V・r・ r4．1　1 40．2
55るブ・

』麟みら騰州みら漁

る。 第3表に示したように、この年齢に最も多く遜う匙

るものは「排泄のレ？けがうまくマきない」「食事をr人

71解r
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第3表　出現率の高い問題行動（1才児）
第4表出現率の高い問題行動（2才児）

聞　題　内　容
｛1』％　ぞ1

排泄のしづけが　・
　　うまく㌣鞭食㌍を一人でしないー→ 139．8

2．9

』2乞41

0．5

37．8

6．6

床屋をいやがる 29．8 i5．5 54．6

便羅（所）をいやがる 27』3 19，9m52。8
顔洗い・髪洗いを

　　　　，「いやが惹 1 26」 　3冥・ρ
＿

ξ＝

二』
36。0

、1やなず1らが激し丸・
』．

、
22・4 ¢2，3 45‘13　’

何でも 口に入れみ・ 21i：Zl

’

、33． 5一 き441＝71

一人でねない 玉816・ 28』61 52一・8　』

添いねをする 18．6 26．7 54．7

甘　え　る 18．O 53．4 28．6

遊びながら食べる 155
48履1 36∩

人の、ものをほしが．る

わがまま
かんしゃくを
　　　おこしやすい
人みしりする

ね？きが悪い

ねむりが浅い

夜泣きする

レ、うことをきかなレ、

髪碁みら騰秘鴎れぬ

15．5　　　、48．．47　　． 36．0

足3．71　　42．2』　　44．1

13．7　　41．0　　 45．3

i1，8　　　　52．8　　　　35．4

10，6　　　39．8　　　49，6

正0，6　　　　36壁0　　　　53．4

9，3　　　3i．i　　　59．6

8，1　　　　36．6　　　　55．3　

6，81　　45．3 　　47．ε

でしない」「床屋をいやがる」「便羅（所）をいやがる」「顔

洗い髪洗いをいやがる」「いたずらが激しいゴ「何でも口

に入れる」などが麹・こ曝嬢々秘れる段階で頻
壌の高いものk「特定の毛布タオルなどを竜ら淀離さな

い」「指をしゃぶる」「おもらしをする」がある。

　1才児に特徴的犀現われるものとしてはド裟泣歯する」

「排泄のしつけがうまく“かない」「便器（所）をいやが

；5」がある。．

　亀），、、2才犀．

2才児では第嬢に示したように蘭働の種痴広1

範囲k及んで増加し最も多くみられるものに『」入でね

ない」「よごれを気にする」「顔洗い髪洗いを》㌔や渉る」

「強情をはる」・「甘える」などがある。このほが藤みら1

薙る段階で頻度の高いものに「床屋をいやがる」「特定の

隷塞霧綜簿咋型1轡？厳烈「遜

み2才児亮特徴的比現われるも のにrおもちし』ボある。

問題　内蓉
％

　一人でねない

　よごれを気にする

　顔洗い。髪洗いを
　　　　　　いやがる
　　　　コ　強悩をはる

　サ・1え・蚤1

・わ が 家ま 1’、．

、．

』遊びながら食ぺる1ひ

　かんし やく’ を』・、 い　｝

　　　　おこしやすい
　、やりっぱなしで
　・。、　崖づけができない

　ねつきが悪い

♂
母にく？ ついて・ン』峨

　　　　　　擁れなレ寸

、呑興嘩戦が肇』1．

』泣きやす1レき
…，、

新しい場になれ1にくレ削

　し、うことをきかなし、

偏食がある＝’f㌧、

y璽ら力璽レ斗二、
，

、恐怖墜力匝タ レ）・

人に物を貸せない

不規則に間食する

参もら』しをする

食凄を一人でしない

髪塞みら朧みら1みられぬ

ヒ9．0

！6．6

16．1

14，1

13．2．

11
，71

n．2

里0．7r

10．7

LO．7

…10』2

9』3

、9β

、g，3ド

8．3．

「8．81．

18』8’

8．8

7．8

7。8

6，8

6．3

22，9

51．2

36．6

6夏．0

．r

・甲7．

）56．6・

56』2

47．31

46．3

32．7

㌔G3，2

5ダ．5

系OPO

・、3L 2

i64．4”

二40．5

36．6

35．1

52』7

42，4

43．9

39，5

58．0

32．2

47．3

24，9

．1 与ゼ1

』3夏，年

32一フ

プ42．O

42．9

56．6

56．6

3i，2

50， 7

r『 9．5

r26．・8

50，7

54．6

56．1

39．5

49，8

49．3

54、1

　「

　4）　3才児

3才児では第5表に示したタう噸轡み櫛も
のに「きょうだいげんかが多い」 「φりうぱなしで片づけ

ができないJ　rよごれを気にする」「偏食があるゴ「強情

をはる」「甘えるゴ「わがまま」「恐怖心がろよし匂など

がある。このほが度々みられる段階脅頻凌ゐ高恥もiゐ匠

2才児と同様に「特定の毛布タオルなどを むみて離さな

い」・「指をし略ぷる」があるピ　 ・　 減・’㌧”ヱぎ 1み

鍵児に鷺的峨わ樋も銑頃ま怖り ら瞬

霧綜塞∫轡ソ嚇ち1をい崖邑轡勲牟

　5）　4才児　　　　　　　　　　　　　1「』臼　　崇

　4才児そは第6表に丞したよづ比梗 しセ持動の穂類も
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第5表出現率の高い問題行動（．3才児） 第6表出現率の商い問題行動（4才児）

問題内容

き ようだいげんかが多い

やりっ蔭ぎなしで
　　片づげができない

よごれを録にする

偏食がある

強箭をはる、

甘．え　る

わがまま．

恐怖心力｛つよい

遊びながら食べる

し、うことをきカ・なレ、』

かんしゃくを
　　　おrこしやすい

いたずらが激しい1

食欲不振

泣きやすい

新しい場レこなれ畳こくい

食富を一人でしない．

人のものをほしがる

不規則に間食する

人に物を貸せない

彦再洗い・髪洗いを

　　　　　いやがる
乱暴をする、

依頼心がつよい

友だちをいじめたり
　　　　けんかする

影、

甕葛みら騰州みられぬ

20．1 34ビ0
45，φ

且8．9 58．5 22，4

17．2 50．5
32i2

15．5 39．17 44．9

13．8 6！．5 24．6

13．2 74．1 L2．6

13．2 61．b 25』8

L3．2 33．3一 53．4

n．5 48．9 40．8

　　　　■0．3 66．聖 ，2316

10．3 5夏．ヨ 38．5

10．3 35．O 54．6

9．8 37．4 52．タ

8．0 40．L
5L8

8．0 32．2
5918

6．9 36．・2 56．9

6．3 65．5 28．1

5．8 46，5』 47．7

5．7 54．5 3う56

5．2 40．1 54．5

4．0 37．9 58．1

2．3 45． 4『 52．2

1．7 41．3 与6．9

出現率も減少の傾向をみせるが、この年齢で最も多ぐみ

られるものに「よごれを気にする」「偏食がある」「きょ

うだいげんかが多い」「強情をはる』「わがまま」1などが

あり、 この他「内弁慶」「動作がのろい」など｛集団生活

の中での行動がやや増加の傾向宇みせて、・この年齢の特

徴的問題といえる6．

2i心配について
心配の割舎は当然のことながら問題行動の出現とかな

り深い関係がある。各年齢の子ども一について、緊非常に

心配モ・3少し心配モという項目で15％以上心配される内

容をみると次の ようである。

』1）・0才児一
．、

％

閏題内 容「
櫃葛みら鷹州みられぬ

よごれを気にする 14．9 148．4 36．？

偏食がある・ L4．0 41．づ 44P2

きょうだ焼げんかが
　　　　　　　多い

L3．4 52．2 34．4

強情をはる・』 皇3．0 59．5 27．4

わがまま・ 夏，3．0 53．7
3β．3

内 弁慶 12．1 33．．5〆 ・54．4

いうことをきかない n，2 59．1 29．8

動作がのろい 11．2 29．8 59．1

やりっぱなしで　　片づけができない
玉0．7 51．2

一』331 1

甘 え　る・ 10．2 66．5 い23．3

食欲不振 LQ．2 3L．2　
5816

遊びながら食べる・ 9．8 40．9　 49．3

泣きやすい” 8．8 36．31 54．9

おちつきがない 8．8 34．9 56．3
力渉しゃくをおこし　　　　　　やすい

8．4 47．9「 43．7

いたずらが激しい 7．4
3ク．7

54．9

人のものをほし々ミる 』7．0
38．1 54．9

不規則に間食する 7．0 37．7 55．3

第7表　出現率の多し・心配（0才児）

心 配 内r容
％

何でも口に入れ為 、5・1 2啄8 71．L

．大融物音曝鹸すい ・3．1 15．5 81．4

乳（食物）を吐きやすい 3．【 皇4．4 82．5

夜泣きする k．0 里5，5 83i5．

　0才児では問題行動の出現が少なく、当然心配される

ものも少ない。第7表に示したよう比行動で出現の高い・

「何でも口に入れる」が最も心配され、次いで「大きな物

音に驚きやすい」がある。・また行動の出現が多くなぐて

も心配されるものに「乳（食物）を吐きやすい」「夜泣き・す

　　　　　　　　　しる」がありい1ヒのほか“非常ンヒ心配塾の段階で頻度の高い

一ものにく「指をしゃぶる」！Tかんしゃくをおごしやすい上

がある右1．llP一♪：il 』・ミ 1》．多1、 r・
1＝1張’lr
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第3表』出場率の多い心配 （11才児）ド

心配　内　容
％

排泄のしつけが
　　　うま・くできなし、

偏食がある

便盟（所）をいやがる

指をしゃぶる

母にくっついて
　　　　　離れない

食欲不振

わがまま

門人でねない

遊ぴながら食べる

何でも口に入れる

夜泣きする

レ、うことをきかなレ、

泣きやすい

添いねをする

ねむりが浅い

不規則に間食する

カ』んしゃ くを

　　　おこしやすい

輩常剛少し心配騨しな

6，8

5，0

5．q

4．3

4．3

4．3

3， 7

3．7

3．1

2．5

2，5

2．5

2．5

1．9

1。9

1－2

0．6：

、32． 3

24，2

14甲9

E4．9

L4．9

14．3

25． 5

19．9

25．5

19，3

17，4

i4．3

夏3．6

18．6

14，3

24．2

31，星

60．9

70．8

80．皇

80，7

80．7

8夏．4

70．8

76，4

7玉．4

78．2

80．1

83，2

83．9

79．5

83．8

74．5

68，3

　2）　1才児

　1才児になると問題行動の増加に≧もない心配される

ことも広範囲に及ぶようになる。第8表に示したように

最も心酩されるものは行動出現の多かづ挺「排泄のしつ

けがうまくできない」「便盟（所）をいやがる」がある。

この砥か行動はそれほどでなくても心配されるものに、

’「偏食がある1「食欲木振」など食譲鉾に関する心配があ

咋れlr擬しやぶる」r舷くっっ尋・罐れな句

な どもみられるる

　3）．r2才児．

　2才児の心配は第9表に示したように心配される内容

萢割合も 壇㌍ し最も心酩されるも㊨臆、 行動の出現の多

冷？たr指を しゃぶる」があり・次いでrわがまま」「強情を

はう甚か々し野くをおこしゃすい」など反抗期の行動に

園す細卿麺・また行動の出現率は比較的高1くなか

った「鰍不姫∫偏食がある」な1ど食事に関しての｛貸配も

多‘ 膨騨αし？け蕎う まく1マき ない」が依鶏としてみら

れる」方［湘に物を貸せない』「人の ものをほ・じがる」など

に対する心配’ みられだす。このほかミ非常に心配モ1の

第9表　出現率の多レ凶b配’で2才児）i，．，

心配内 容
％

輩常恥1少し心配解しな

指をしゃぶる 8．3 8．3 83乙4

わがまま、 6．8 27ボ8 65、4．

強惰をはる． 6．3 22．9 70．7
かんしゃくを
　　おこしやすい

6．3 21．5 ブ2．2

食欲不振 5．4 20．5 7辱」

泣きやすい 5．4 16． 1
78．5

偏食がある 4．4 23．4 72．2

夜尿がある 4．4 里5．6 80‘0

人に物を貸せない 3．9 正6．6 79．5

新しい易になれにくい 3．9 L3，7 82．4

いうことをきかない 3．4 22．o

乱暴をする 3．4 14．1 82』4
排泄のしつけが

　　うま くできない
2．9 夏5‘61 81i5

人のものをほしがる 2．9 15ず1． 鉱0

遊びながら食べう 2．4』 19， 51 ・．？310

甘　え　る 2．4 L5」一 『82i・5

母にくっついて
　　　　離れない 2．01 L6．！・ 81．9

不規則に間食す多 2．0 15， 6 82．4

r人でねない 1．5 14甲 6 』83．9

やりっぱなしで　汁づけができない

1．0 皇5ボ6 83」4

添いねをする 0．5 15． 1

食事を一人でしない O．5 14， 6汽 ll84，9

段階で頻度の高いものに「特定の毛布衣オルなどをもづ

て離さない」「いたずらが激しい」「引込思案」丁内弁慶」

がある。…　r　　　　ピ、 　1 　　、、 r：・y、＞1、乱、

　4〉　3才児　　　　 　．、　、　 　㌧一「
．、

　・3才児では第10衷に示・したように心配される内容は各

年齢を通じて最も広範囲に及び一番心配め多い時期であ

る。問題行動として比較的出現の少なからた1「おぢづき

がない」が最も心配されている。次いで行動一ゆ出現が多

い「わがまま」「強情をはる」．「かん．しゃぐをおこしやす

い」 「いうことをきかない」 など反抗期の行動がぞのま

ま心配されているQまた「指を・しゃぶる」 ・は行動と、し《

は減少するにかかわらず心配するものは増加しでいるざ

「食欲不振」「偏食がある」など食瑛に関する心配や（「人

一180一



望月他 ：乳幼児の間題行動に関する調査

第 ！0表　出現率の多い心配（3才児） 第！1表　出現率の多い心配（4才児）

心　配　内　容
％

輩常馴少し心配騨しな

おちつきがない

わがまま

蝋艶はる
かんしゃくを
　　　おこしやすい
いうことをきかない

指をしゃぶる

やりっぱなしで
　　片づけができない

食欲不振　

偏食がある

新しい場になれにくい

内弁慶
夜尿がある

遊ぴながら食べる

弓魅思案

食票を一人で・しない

恐怖心がつよ’い

乱暴をする

いたずらが激しい

泣きやすいい

不規則に間食する

人のものをほしがる

依頼心がつよい

甘　え　る

人に物を貸せない

友だちをいじめたり
　　　けんかをする

9．2

8．6

7．5

6．3

6．3

5，8

5．2

5．2

4．6

4．6

4．Q

4，0

3．5

3．5

2，9

2．9

2．9

2．9

2．3

L，7

生．7

1，7

1．7

皇．7

O．6

2夏．3

35P　L

27．0

27．6

25．9

16．7

31，6

28．2

31，6

17．2

夏5．5

L3．8

24．1

16．7

18，4

真7，8

17．2

夏2，1

22．4

23．6

23．6

22，4

20．1

15．5

隻4．4

6ヴ，5

56．3

65．5

66，1

67．8

77．6

63，2

66．7

63，8

78．2

80．5

82．2

72，4

79．9

78，7

79．3

79．9

85．L

75．3

74，7

74．7

75．9

78．2

82．8

85．1

心　配　内　容
％

輩常馴少し心配騨しな

偏食がある

依頼’心がつよい

おちつきがない

わがまま

食欲不振

動作がのろい

かんしゃくを
　　　おこしやすい
レ、うことをきかなレ、

よごれを気にする

強情をはる

やりっぱなしで
　　片づけができない

内弁慶
遊びながら食べる

引込思案

恐怖心力ζつよい

泣きやすい

人のものをほしがる

不規則に間食する

新しい場レこなれにく々、

人に物を貸せない

8．4

7，4

7．4

6．5

6，5

5．6

5．1

4．7

4．7

4．2

4．2

4．2

3．7

3，7

．2．1

’ミ’

ヤ2．3

2．3

1．9

1．9

1．9

30．6

19，1

正6．7

35．4

2L．4

豆4．4

23．3

24．7

18。1

26．5

25．6

19．5

22．8

21．4

14，4

20．0

16，3

20．O

17，2

14，9

61．0

73．5

75．8

58．夏

72，1

80．0

7互．6

70，7

77．2

69．3

70．2

76．3

73．6

74．9

82．8

77，7

8L．4

78，1

80．9

83．3

のものをほしがる」など交友に関する心配「依頼心がつ

よい」など自立に関する心配も多いようである。このほ

かミ非常に心配鳶の段階で頻度の高いものに「左利き」

「集岡になじめない」「吃音」「発音がうまくできない」

がある。ま た行動の出現が多かったのにかかわらず「き

ょうだいげんかが多い」　「よごれを気にする」は心配に

なる；と爆少ないようである。

　5） 4才児
　4才児では第11衷に示したように問題行動は種類も出

現率も減少の傾向をみせたが心配においてはあまり変化

はみられない。この年齢で一番心配されるものに「偏食

がある」がみられる。また「依頼心がつよい」「おちつ

きがないj「動作がのろい」など集団生活へ参加して分

心配が多い。このほかモ非常に心配ミの段階で頻度の高

いものに「夜尿がある」「指をしゃぶる」「左利き」「発達

のおくれ」があるφ

　3．問題行動の発達的考察
　1）発達に伴なって減少していく行動

　発達に伴なって減少する傾向を示す行動として第12表i

にあげたようなものがあるらごのうち「ねつきが悪い∫

「ねむりが浅い」「指をしゃぶる」「何でも口に入れる」

「大きな物音に驚きやすい」は0才児に多く）次第に減

少しており、．「一人でねない」 「添いねをする」r顔洗い・

髪洗いをいやがる」「床屋をいやがる」「特定の毛布タオ
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第12禦　発達に伴なって減少していく行動

行　1動　　内　　容

ね　つ　 き　が　悪 い

一　人　で　ね　な　い

添いね，をする

顔洗い 9髪洗いをいやがる

床屋をいやがる

ねむりが浅い
指　を　し　ゃ　ぶ’る

何でも口に入れる

大きな物音に驚きやすい

夜’　泣　き　す　る

人 F 夢　しり　をする

特定の毛布ゲオルなζをもって
離さない

頻 度

度々みられる
時々みられる

　度々’ 〃

、時腐　〃

　度々 〃

　時桑　〃、

度々　〃

　時々1〃
度々 〃

　時々　〃

戸度妥　〃

チ、時々 〃．

度々　〃
時々　〃

度々
時々

度々
時々

度々　〃
時々．〃

度々　〃
時々　〃

度々　〃
時々一〃

o　才
［

『「才

1L3％一夏0．6％
48，5　　　 36．0

　2，1　　　i8．6
里2．4　　　　　28．6

3，1　　　iβ．6
陰3．4　　　　　26．7

1喬，5　　　　　2φ．1

正7．5　　　　　　37．9

5．2　　　29．8
1．O　　　亘5．5

4．l　　　　g，3
4q．2　　　 3Ll

44・3　　　 ～L．E

33．O　　　　　 里7．4

54．6　　　．2L。7

1916　　33．5
正9，6 　　　　・8．1

51， 5　　　　　43．5

612　　　8．1
25， 8　　　　　36．6

6．2　　　　夏0．6

35ちi　　　　39，8

3・1　　　β2．4
612』 LO，5

2　才

10．7％

32，7

19．0
22．9

i4．6
23．4

16．1
36．6r

20．5
夏4．6

5，4

i4．1

18．O
n．2

2，4

10．7

4，9

32．7

2．4

22．4

4．9

28．8

L8．5
1i．7

3　才

10．3％

37，6

LO．9
27，6

8．6

24．8r㌧

5．2
40．正

8．6

17，2

2．9
20．．6

i6．1
L5．5・

1．7

18．4

3．5

27．6

2．3

L2，皇

3．4　、

22．4
16．7：・

n．5

4．才

8．4％

24．2

7，0
1β．6

7，9
11i6

8∫8

27．4
1516

11．6

　2．8
　ク10

　8．4
　互3‘5

・ξ IL喬

　8．4
σ　2♂7

2i．4

　1．9
　5，6

　 2，3

18．6

10．7

ルなどを持づて離さない」は1才児に最も多いが、 以後

発達セこしたがって減少している。

　し為がって・ こ妨の行動は乳児駆び幼児期の初期

に現拠る雑的な問題としてみる； 顔越る．しか
し・「ねつきが悪い」0）項目にみられるようにその行動

がたびたびみられるものの割合は各年齢を通じて変化が

みられず、この行動の顕著なものは発達以外に子どもの

傾向、 その他の因子の存在が考えられる場合もある。

　2）増加する行動

　発達にしたがうで次第に増加の傾向を示す行動は第13

表に示したよう廼あるも 1才から急激に行動が目立ちは

じめ発達につれて増加していくものに「食欲不振J　l 「偏

食」「引込思案」1「内弁慶」rきょうだいげんかが多い」

「仲間はずれになる」「友だちのいいなりになる」「おち

つきがない」r動作がのう吋オ筋り、、11才がら同じ．く

増加し3才でビヴ クに達するものに「乱暴をする」　「わ

がまま止「いう ：ζとを」きかない」 「強憎きはξ」 「骨える」

「恐怖心がづよキ ・」「依頼心がつよい」がある。

　3）・ゴ発達と関係の少ない行動

　ここでとりあげ為問題行動は、r般に発達に伴なうて

消長がみら牝るが、変化の少ない行動どして第14表に示

したようなものがある1。 ・ この うぢ 「ミルクを飲．まないコ．三

「乳（食物）を吐きやすい」は0才に「かんし翁ぐをおこ

しやすい」は1才に比較的多い問題ではあるが「泣きや

すい」「不規則に間食する』「新しい場になれに くい」「友

だちと遊べない」などとともに、家庭での扱いや子ども

の特性な鞭以外の要因が考えら騒麹1多い・

　4，問題行動と心配との関係

　すべての年齢段階を通じて非常に心配に捻ると答えた

ものの多い行動は第15表に示した通りである。 rr

　個々の行動について心配するものの割合は問題行動の

出現率と密接な関係をもっている。すなわち、発達犀伴

なって問題行動が減少すれば心配も減少し、間趨行動が

増加す診ば心配も増加する傾向を示している。

　しかし、「食事を一人でしない」「指をしゃぶる」「特

定の毛布タオルなどをもって離さない」 「人みしりをす

る」などは発達紅したがって行動は減少するが、心配す

るものの割合は逆に増加する傾向をみせ七いる♂

　問題行動の出現が多くても心配するものめ劉合が低い

ものとしては「ねつきが悪い」「」人でねない」「よごれ

を気にする」「顔洗い・髪洗いをいやがる」F床屋をいφが

る」「大きな物音に驚きやすい」「甘える」をど発達Pごし』

たがって行動の減少する傾向にあるものがあげられるも

・逆に・行動の出現に比較して心配するものの割合が多

一一 821一



　　　望月他』；乳幼児の問題行動に関す為調査

第13表増加する行動

内

．わ．

甘

行　 動　　内　　容・　　 頻　　 度 σ　才 1　才 2　才 3　1才 4　才

欲　　　不 　振　
度々みられる

々みられる

・夏．0％12．4 ’4．3％

33．5

4．9％3夏．7 9．8％37．4 皇o．2％31．2

　　　食、 が　　あ　　る
度々　〆

々　〃
1．0

3．4

9．3

2．3 40．5

正5．5’・39．7

14．0
1．9

込　　　思 　案
度々　ク
時々　〃

1PQ
3．1

．8

” 2．4

0．0

2．9

0．4

7．Q

1．6

弁　　 　　慶1
度々　〃
時々　〃

1．0
．夏

6．2

3．O

、　　n甲2

1．4

6．3
2．．2

12．1
3．5

ようだいげんかが多い
度々　〃

々　カ
皇．o 4．3

．7

6．8

0．5

20．正

4．0
13．4
2．2

間　は ず　れに なる
度々　〃
時々　〃

O．6
．6

0．5
．3

L．2

夏0．9 20．0

だちのいいなり になる
度々　〃

々　〃
0，6　 2．4

α7
2．8

4．4

L．9

0．9

ち　つ　　き　　が　　な　　い
度々　〃

々　〃 1．0

6．8
．8 25．9

　一4曹3　　一、、111，5　　　、、　8．8

28．2 34．9

作　　が　　の　　ろ　 い
度々　〃

々　〃 1．0

O．6
　皇．9

2．O

2．2

5．2

2．互
11．2
9．8

暴　　を　　す　　 る
度々　〃

々　〃 17．2
4．31
0．4

319

4．1

4．0

7．9

2．8

0．7

ウが　　　ま　　 ノ
ま

度々　〃
時々　〃 【2．4

皇3．7

夏．0

u．7
6．6

13．2
1．0

13．0
53．7

う　こ　と　を　き　か　な　い 度々　〃
々　〃 7．2

6．8

5．3

8．8

4．4
LO．3
6．直

1L．2
9．亘

箭　　を　　は　　る
度凌　ク

々 〃 4．1

9．9

9．1

14．1
1．0

互3，8

互，5
L3．0
9．5

え　　　　　　る
度々　〃

々　〃
2．1　

16．5
18，0
3．4

13．2
L，7

亜3，2

74，1．

10．2
6．5

怖　心　が　つ　よ　い
度々　〃

々　ク
3．1

9．3

3．7

7．3

8．8

5．1

13．2
3．3

7．4

2．1

頼　　心　　が　　つ　　よ　い
度々　〃

々　〃
1，0

411’
3．7

3．O

4．4

7．8
2．3r
5．4

9， 330．2

、第候表　変．化の、ない，行動

セ　で

』行・：動内容

ミルクを飲ま　ない

乳（食物）を吐きやすい

．かんしゃくをおこしやすい

泣きや い

不規則に間食する

おふろをいや がる

新しい場になれにくし、

．『 だちと遊べない’

頻度 0才

度々みられる　　’5，2％
時々みられる　　　20，6．

度々〃　5．2時々　．〃　　　　 26．8

度々〃　4，1
時々〃　2Q．6
度々〃　2，1
時々〃　ロ，5
度々〃
時々〃　8，2
度々〃、2。i
時々〃　4，皇
・度々　〃・　　　3，1

時タ〃　星8．6
度々 ”

時々ク

1才 2才

L．2％　　　　　3．9％

9．3　7．8
2．5　L．O
L3．7　　　　11．2

11．8’ 0．7

52．8　　　　47．3

13．0　9．3
32，9　　　 　　40，0

6，8 7，8

39．L一　　　　’42，4

0，6

5，0　　 　10．2

11，2　9．3
28，0　　　　　　3重．2

1．9　2．9
3．7　n，2

3 才

5．2％

4才

9，2

里．7

皇2・6

lo，3

51．1

8．0

40．L

5．8

46．5

0．6

13．2

8．0

32．2

1，2

』ヌ2， O

3． 7％

LO．2

E．9

12．1

8，4

47，9

8．8

36』3

7．0
37．．7

0．5

12．1

7，9
2ヴ，β

1．9

12．6
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第15表　　非常に心配される行動

心配 内 容 頻　 度

指　を　し　ゃ　ぶ　る1　非常に心配

食　欲　不　振
傭　食 が　あ 　る、

かんしゃ＜ をおこレやすい

わ　が”　ま　ま
強　惰　を　は　る
いうごとをきカ～なし、

内　ヨ弁　　慶
引　込 　思　案
夜　尿　が　あ　る
・遊びながら食べる

　“　
　〃1、

　”、
　〃
　タ　“

　〃
　〃
　〃
　〃

O才

5．2

1．0

1．0

3，夏

1．0

1．0

1，0

1才

4，3

4．3

5．O

』0．6

3．7

1．2

2．5

1，2

L．2

3．夏

2㌔ 才

8，3

5．4

4．4

6，3

6．8

6．3

3．4

3．9

3吃4

414

2．4

3 才1

5．8

5．2

4．6．

6．3

8．6

7．5

6，3

－4，0

3，5

4．0

3．5

r4才

4．7

6．5

8．4

5．皇

鼻5

4．2

4，7

4．2

3．7

4，2

．3・7

第16表　性差のみられる問題行動の出現率

商題行．動o才
　　　　男女・i

才　　　2　才　　　3．才　　　4　才

輯女男1女 馴女、男1女
いたずらが激しい

2軌81U・9里臥21λ8
×2犀7，616　　　　　×2＝8．6L6

P＜101　　　　　P〈．OL

L軌gI亀511・536
x2＝夏0．3LO　　　　　x2＝4．792．

P＜．Ol　　　　　P〈．05

睡1眼が不規則 州α9
x2認5．534
Pく，02

遊ぴながら食ぺる

L亀111Lg　X2＝2，886

Pく．夏O

食瞬一人でしない
38・312臥4　×2昌2．509

L3。i

P〈．20

不規則に間食する n・7

やりっセまなしで　　　　 4・4

片づけができない

聖3・816・・

X2＝i．717

　Pく．20

1L1互α419，L 18，8
1414㌧： 73

　　　　　　　×2＝3．174
　　　　　　　　P＜ ．10

おちつきがない
1賦6

1！，5

×2禺3．755

Pく．LO

6．皇　　　　2．8　　　 14；6’』「』　8．2　　　　10，6　　　　7．2

床 屋をいやがる
3朔r2乳4

×2冨2．242

P〈．20

吃　 1る
5．6　 L．2

×2＝i．778

P〈，20

大きな ｝、、陀2亀8

　　　　1 峯葛る54

人に物を貸せない
4．O　n．3
×2＝2．039

Pく．20

人みしりずる 　いL5 1 1
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いものとして「食欲不振J　r偏食」r排泄の聞題』r吐き

やす恥尋「病気でな、いのに肇熱したり膵痛費訴えう」πわ

がまま」 「嘘をいう」「引込思案』「依頼心が強い」「集団

生活でめ簡題」「おぢつきがなレ忌」「吃音」などがある。』

　5，性差の認められる問題行動

　間題行動の出現を性別によってみると第16表に示した

通りである。各年齢段階を通じて男子の方に多い行動と

して「いたずらが激しい」「やりっぱなしで片づけがで

きない」「おちつきがない」があり、1才の「遊びながら

食べる」「不規則に間食する」「床屋をいやがる」1～2

才の「食事を一人でしない」・2才の「睡眠が不規則」3

才の「吃る」はいずれも男子に多くみらむる問題である。

　反対に、女子の方に多ぐ現われる行動は 0才の「大き

な物音に驚ぎやすい」「人みしりする」2才の「人に物を

貸せない」があるが、男子に比べその種類は少ない。

　6． 性差の認められる心配

　前にあげ準よう鱒性差の認めら麹る行動は少嶽く、 し

たがづて性差の認められる心配も少ない。第17表に示 し

たように、女子の方に多く心配されるものに・各年齢段

隣を通じて「指をしゃぶる」がおり》　「遊びながら食苓

る」に対する心配は4才になると開らかな差をみせて女

子に多い。

　男子の方に多く心配されるものに「おちつきがない」

があり・3～4才になると次第に心配される傾向がみら

第17表　性差のみられる心配の坦現率

心　配　内　容
0　　才 1 才 2　　才 3 才1 4　　才

男1女 男1 女 學1女 男1 女i 男」女

密ながら査べる ・3．2 ・3．0 4．7一 3，4 3．5　

・三・g匝8　×2＝7．342　P〈，01

指をしゃぶる
2．2　　　7．7 4．3 4．5 生・ い亀弓

X2＝3．105
＜．LQ

4・登・ 7」． 3乳8．．5・4

おちつき憩い
1．E 1．5 2．0　　　1，9 n．2 7』1 1α61

451

x2謂1．778　

　P＜20

れる。

　このように、 性差のみられる行動は比較的男子に多い1

がゼこれが必ずしも心配の対象にな6ていない。・

　○排泄について

　排便。 排尿（昼・夜）について発達の状況を調べたも

のが第工8．19．20表である。「おむつ使用」「時間をみて

させる」「予告する」「一人でする」の項目にっいて、現

在の子ξもの状沸を記入して吟らったものであるが、共

項目以上にチエックされたものはまだ下の段階にあると

し更整理したもので、例え ぱ「おむづ使用」’と「時間を

みてさせる」爾二項目にチヂッグさむ桑場合は「おむつ・

使用」の段階に含めてある。

　鉾便についセみると、0 才後半より「時闘をみ七させ

るjの働きかけがみられるが冠1才前半まではほとんどr

が千おむづ使用」の段階で、ユ才後半期では「予告がで

きるもの』「してしまってか ら教える」の割合が増加しで

はいるが、なおおむ？を使用．しているものが半数におよ

んでいる。2才前半で大部分が予告できるようになり、

排便の自立ができるρ賠4才前半になってやる。

　排尿についても、 1才後半まではおむつ使用の段階に

ある。時間をみてさせる働きかけは排便の場合よりも遅

れ1才後半期から多くなっており・2才以後予告するも

のの割合が急速に増加し、2才後半期には予告できるも

のが85％に及び、3才後半期で自立している。

　夜間の排尿については、1才後半期まではほとんどの

ものがおむつを使用しており、2才前半から時間をみて

させるものの割合が増加し七いる。・2才後率期1こは大部

分がおむつを使馬しておらず下3才前半頓予告できるよ

うになってレ ・る。

　なお・これらの発達の状況忙性差があるかを検討した

糖排便・排尿と もに予告について礪女子に、昼問の排

尿の自立については男子が、夜間の排尿は女子の方に、

いくらか発達が早い傾向がみられるが明らかな差を謙め

る ことはできなかった。

また・繍的蘇賄醗受けている子どむ＆烈
、でない子ども（保育園の子ども）との間に排泄琴閑し発

津の差炉あるかどうか調べた結果、．0才から呂才までρ

段階では両者の間にほとんど差が認められないが、3才

4才段階で保育園側に少数ではあるが排泄のしつけがう

まくいかない子どもが残っていた。
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第18表　排．便に つ 、い1 て

O
16～

N　％
おむつ使用 48　80．0

時間をみて9
15．。

させる

してしま6
てから教え　　正　1，7
る

予告する　2　3．3

一人でする

無 記入

計　60

1；qん

聾1％
55

79．8

81U，6「

3』4．3

3 4．3

69

！16～

耳、鴬

5σ54』4

㌧戸す5』

め1α9

2628．2

92

F’

；0～

N．÷％

11　二10．9

4 4．O

LO
9．9

6564．4

98．9
2 2．0

10【

N 、弩

真0，9

4』 ・8 1 fβ

7572・0 離 57・2

皇7 116．4ン 28　r36．4

7 』6．7

104 ラブ

316～
N’

155．2

2222，7

62』　64．Q1

81 』』8．2

』97

弟o～

N、％

416～

N％

1　0，9

9 7．7

9278，6

夏3U甲i

117

』
4メ…，1

8384．7

11L【．2

98

第！9表排尿にっいて
．916～ 夏IO乍 1遁～ 210～ 216～ 310～ 316～ 4；0～ 4挿～
N　　％ N　　％ N　　％ N　　％ N　　％ N　　％ N　　％ N　　％ N　　％

おむつ使用 55　飢，7

時間をみて
させる　　　2　3・3

してしまっ
てから教え、 2　3．3
る

予告す為 1　L7
一くでする

無、記入

6087・0555曾・8H 10・9

蚤　 7，3　15　L6，3　n 　10，9　　4　 3．8　　1　　L3

3　 4．3　LO　10．9　　6　 5，9　　5　　4．8

1　　1．4　　12　13．0　　60　59，4　　61　58，6

　　　　　9　　8．9　　27　　26．0

　　　　　 4　　4．0　　　7　　6．7
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1第2嘆・夜間の排尿をこ？いて
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望肩他：乳幼児め商題行動に関す』る調査

　O排便の自立についての比較

　基本的習慣の自立について、昭和11年に山下俊郎氏、

昭和38年に西本脩氏によって調査されており、両氏によ

る排便の自立は第21表に示したように、排便を知らせる

時期は1才、便意の予告ができ昼間のおむつが不要にな

る時期は1才半、夜間のおむつが不要になる時期は2才

半、小便の自立の時期は3才半・大便の自立り時期は4

才と一致した結果が得られている。

　今回の調査では、2才で便意が予告でき、昼間のおむ

つが不要になっており、この点については半年の遅れが

生じている。夜のおむっ不要、大小便の自立については

一致した結果が得られた。

　　　　第21表排便自立の年齢標準比較

年齢［山砥（昭11）1西紙（昭38）1今回の融

・司　　　1　　iおむつ使用
胆擁を知らせる擁を知らせる1おむつ使用

お6便意を予告する便意を予告する』ン

　昼のおむつ不要昼のおむつ不要

2；0　　　　　　　　　　　　　　便意を予告する

　　　　　　　　　　　　　　昼のおむつ不要

2161夜の抽つ梱夜のおむつ硬1夜のおむつ不要

31・l　　l　　I
3司小館立1小鮪剥小鮪立一
4；・1 大館立1大鮪立1大館立
　　　　　　　要　　　約

1）　0才から4才までの子どもの親を困らせる行動に

ついて、その出現状態や心配の程度、消長、性差につい

て調査した。・

　2）　0才児の問題行動に、「何でも口に入れる」「指を

しゃぶる」「ねつきが悪い」などがあり、それがそのま

ま心配されている。

　3）　1才児になると問題行動の種類が増加してくる。

「排泄のしつけがうまくできない」は行動も多く心配も

多い◇

　4）　2才児では問題行動の種螺は広範闘に及び「一人

でねない」「よごれを氣にする」があり、心配では「指

をしゃぶる」　「わがまま」などがある。

　15）　3才児では「きょうだいげんかが多い」「やりっ

ぱなしで片づけができ捻い」などがあり、心配では「お

ちつきがない」が媛も心配されている。

　6）　4才児では問題行動の種類も出現率もやや減少す．

る傾向をみ乙ぜるが、モ心配ミにはあまり変化がなく、モ行

動転としては「よごれを気にする」「偏食がある」が多

く、最も心配されるのは偏食についてである。

　7）発達に伴なっ《増加する行動に「食欲不振」「偏

食」「引込思案」などがある。

　8）　「食事を一人でしない」「指をしゃぶる」などは

発達にしたがって行動は減少するが心配の割合は増加す

る◇

　9）「食欲不援」 1「偏食」「排泄jの間題「わがまま」

　「引込思案」「おちつきがない」などは行動の出現に比

較して心配するものめ割合が多い。

　10）排泄の問題について発達状況を調べた結果を・山

下・西本両氏の調査と比較すると、便意ゐ予告・昼間の

おむつ不要の時期に半年の遅れがみられたが他について

は一致をみた。

．
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B~~~~¥i~~~i~:, ~f･S~~f~e~: :~~=~;~I~ 

Research into the Problem B6haviorS of : C~ildren ' : 

D~pt. 5: T. ake.ko Mochizuki 

Akiko Maruo 

l) R~search was made into trie p,~oblem behaviors of ~riild~~n iangin~ hri age from ~nder i 

year te 4 years pld. The appearance. disappearance and protractio~1 of problem behaviors, the_ degree 

of Inothers' a~xiety, and diffeience in sex were investigated. . 

2) Among the problem: b~haviors of children under I y~ar old, ~uch behaviors as ptitting 

anything into mouth, thumb sucSing, wakefulness are seen, and they ~ire ~ll ~rorried by mothers. 

3) The number cf the kind ~f probiem behavior increases as the children reach I year old. 

Failure in toilet trainig appears mest and worries mothers m0$t: ~ 
4) The kind cf problem behaviors of the 2 year olds eovers a, wide range. Such problem 

behaviors as not being able to sleep alene and being nervous about dirt are seen. Thumb suckipg: 

and waywardness trouble th~ phrent.s. 

5) The three year old children; show such problem behaviors ~s qliarieling between brothersL 

leav, ing anything in disorder. 'The ~rd~leins of uneasiness, over-activity werry *the mothers most.: 

6) Though the tendency pf decre~se in ~he klnd and appearal~ce cf, problem behaviors is shown 

~mong ;he 4 year old children, such ~roblems as being nervous about dirt, partiality for food ~re; 

rem~rkable. Parents are anxiaus_ aPou~ th~ problem of partlality for food most, showing no change 

in anxiety compared with the mothers of the ~)hildren under 4 years eld. 

7) With the children's developngent, such preblem behavior$ a$ ~oor appetite, partiality for fobd; 

and w, ithdrawal increase. 

3~ The behavior cf not eat_ing by himself alone and thumb sucking decrease with the devel~ 

opment, on the ~ontrary, ~he rate of ~nxiety on the part of r~others increase. 

9) Comparing vith the rat;e o~ app~ar~nce cf bchaviors-poor appetite, partlalit~ for fodd, 

~ischarge problem, waywar~ness, withdrawal, uneasiness etc-, the ratio of mothers who are anxiou~ 

about the:li is larger. . 
10) Cemparing the results of our research into the developmental state of toilet tlraining problenl 

with these of Yamashita and Nishimote, the agreement was feund in all the findings except in the 

time of notifying a motion of the bowels and using no diaper in the day-time. 
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